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先進事例から学ぶ
北名古屋市の課題解決のヒント
令和6年第4回定例会Pickup案件
・�【補正予算】もえの丘緊急修繕工事や社会
福祉費、生活保護費等の増額
・�児童センターきらりの音楽スタジオ使用
料等を改定

特集



先進地から学ぶ先進地から学ぶ
北名古屋市の課題解決のヒント北名古屋市の課題解決のヒント

建設常任委員会の活動報告は
次ページをご覧ください

令和6年第3回定例会において、3常任委員会がそれぞれ所管する分野
の課題について協議を行い、その解決に向けた糸口を探るため、10
月に先進地を視察しました。
視察後は、議員間で所感を共有し、得られた知見を今後の政策に活か
すべく議論を深めています。

委員会
活動

福祉教育常任委員会の所管事務調査（行政視察）福祉教育常任委員会の所管事務調査（行政視察）
小中学校の適正配置計画策定について調査
本市の学校配置については、現状、児童・生徒数が減少
傾向では無いことから、適正配置計画の策定に取り組ま
れていないが、近い将来、計画の策定が必要となる。

幼保小中を一貫した教育について調査
本市では、小学校入学間もない子どもたちが保育園・幼
稚園・認定こども園などの遊びを中心とした学びを基盤
として、新しい学校生活を作り出していくスタートカリ
キュラムを実施しているが、多様な連携方法を学ぶ必要
がある。

先進地の取組内容（千葉県成田市）
平成20年3月に基本方針を定めた
学校適正配置調査報告書を公表
子どもたちにとって、どのような教育や教育環境が望まし
いものであるかという視点と教育の機会均等・教育諸条件
の公平性を確保する観点、また、地域コミュニティへの影
響を勘案しながら、具体案を検討し、基本方針を定め、学
校適正配置に取り組んでいる。

先進地の取組内容（埼玉県草加市）
平成24年4月に子ども教育連携推進室を新設し、
子ども教育の連携を推進
子ども教育連携推進室を新設し、「教育連携推進基本方
針・行動計画」を策定、幼稚園・保育園・認定こども園・
小学校・中学校が家庭や地域と連携を図りながら、0歳か
ら15歳までの「学び」「心」を結ぶ幼保小中を一貫した
教育に取り組んでいる。

調査を終えて（主な意見） 調査を終えて（主な意見）
・�子どもたちにより良い学校環境を提供するため、学校
施設や教育カリキュラムの在り方、通学域、地域コミュ
ニティの場をセットで計画を考える時期が来ている。
・�今後10年は子どもたちの人口変化はないが、20年30
年先を見ていく必要がある。
・�学校統廃合は財政の面で考えるのではなく、児童生徒
に最善の教育環境を提供することを最優先に考え計画
を立てるべきである。

・�教育界をまとめた子ども教育連携室長のリーダーシッ
プがあったからこそ実現できている。北名古屋市の多
様な人材から実現できる人が出てくると良い。
・�行政の縦割りの垣根を無くそうと組織として心掛け、
ハード面でなく子ども一人ひとりを見ていることが素
晴らしいと感じた。
・�自己肯定感や自己有用感が高い児童生徒は増えている
が、いじめや不登校が減少しているわけではない。

委 員 神田�薫�委員長、桂川�将典�副委員長、福岡�康、沢田�哲、
� 渡邉�麻衣子、伊藤�大輔、つるた�りえ

同 行 職 員　　教育部長
同 行 職 員　　総務部長

総務常任委員会の所管事務調査（行政視察）総務常任委員会の所管事務調査（行政視察）
自治体DXの推進について調査
本市では、「北名古屋市DX基本方針」を策定し、限られ
た人員と予算での効率的な行政運営ができるようDXを推
進している。マイナンバーカードとデジタル技術を効果
的に活用した事業を展開している先進地を視察。

行政経営について調査
本市では、公共施設の適正化をはじめとした行財政改革
に取り組んでいるが、今後、ますますの財政状況硬直化
が懸念され、健全で持続的な財政運営が求められる。高
品質な行政サービスをいかに低コストで運営できるかを
追求している先進地を視察。

先進地の取組内容（兵庫県姫路市）

デジタル技術の活用による
利用者の利便性向上、行政のスリム化
市からの健診案内を電子通知化し、個人ごとに異なる情報
を掲載する等、紙の通知ではできなかったデジタルならで
はの機能を活用している。それに加え、通知数を減らすこ
とで、郵送料削減による行政のスリム化を実現している。

先進地の取組内容（兵庫県小野市）

経営手法導入による効率的な組織運営
入札結果を含め、予定価格や指名業者名を事後公表にする
入札制度の改革による経費削減、能力成果主義の導入によ
り職員の意識改革を進める等、民間出身の市長のトップダ
ウン方式による行財政改革を進め、市民の満足度向上に努
めている。

調査を終えて（主な意見） 調査を終えて（主な意見）
・�電子通知サービスは本市でも取り入れた方が良い。郵
送料の削減につながる。
・�人口減少社会を見据え、必要な行政サービスを維持し
ながら、新たなニーズに対応していくため、デジタル
技術の有効活用は必要だ。
・�デジタル化を進めるうえで、想定よりも利用者が少な
いのであれば、途中で中断することも必要である。

・�前例主義ではなく、ゼロベースで検討をしていくことは
良いと感じた。
・�トップダウン方式とボトムアップ方式、どちらで対応す
るかはその時代や情勢によって変わってくる、いいとこ
ろを取り入れてはどうか。
・活気と向上心にあふれたまちづくりだと感じた。

委 員 さいとう�裕美�委員長、清水�晃治�副委員長、永津�正和、梅村�真史、
 井上�一男、ひろた�幸治
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先進地の状況を現地担当者から直接伺うことで、
書面やインターネットでは伝わりにくい現場の空気を肌で感じることができました。
今後も、北名古屋市議会はさらなる研鑽を重ね、市民の声を聴きながら、
市の発展に向けた活動に邁進してまいります。

　本会議・委員会開催日に、市役所東庁舎4階東エレベーター前で傍聴受付を行います。

（日程はP.16定例会の予定参照）

　傍聴の受付時間は、本会議、委員会とも会議開始30分前からとなります。

※委員会は先着10名となり、途中での入退場はできませんのでご了承ください。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

全員協議会室 本会議場

令和6年  第4回定例会　結果
会期　11/29〜12/23　25日間

補正予算   1件
条例の改正   2件

指定管理者の指定   1件
人事案件   5件

議案番号 議　案　名 議決結果
議案第71号 令和6年度北名古屋市一般会計補正予算（第4号）について

全員賛成

原案可決

議案第72号 北名古屋市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部改正について
議案第73号 北名古屋市児童館の設置及び管理に関する条例の一部改正について
議案第74号 指定管理者の指定について（北名古屋市陽だまりハウス）
議案第75号 人権擁護委員の候補者の推薦について

異議なし

議案第76号 人権擁護委員の候補者の推薦について
議案第77号 人権擁護委員の候補者の推薦について
議案第78号 人権擁護委員の候補者の推薦について
議案第79号 人権擁護委員の候補者の推薦について

�色の付いている議案を��ピックアップし具体的にどう変わるのかを（P6）に掲載して
おります。
全ての議案内容は、北名古屋市議会ホームページの「議案・請願とその審議結果」を
ご覧ください。

地域住民による避難所運営の組織化を調査
近年、全国で地震や台風、局地的豪雨が発生しているため、
大規模災害に備え、地域住民が自ら避難所を開設・運営
する体制整備が重要である。そこで、地域が一体となっ
た避難所運営委員会の組織化を進めている先進地を視察
した。

コミュニティバス・デマンド交通を調査
平成19年から「きたバス」を運行しているが、将来的に
高齢者など交通弱者の増加、運転手不足の深刻化など現
状維持が困難な状況が想定される。そのため、デマンド
交通・乗合タクシーの導入など様々な移動手段が選択で
きる体制を構築している先進地を視察した。

先進地の取組内容（千葉県千葉市）

避難所における生活環境の確保に向け
平成24年度から避難所運営委員会制度を開始
避難所ごとに、地域住民や施設管理者、市職員で構成され
た「避難所運営委員会」を組織化し、令和5年度時点では
272か所中、269か所の避難所で設立された。避難所運営
委員会活動支援補助金や避難所運営・開設訓練の実施、防
災リーダーの育成等の支援も行っている。

先進地の取組内容（埼玉県鴻巣市）

市民・事業者・行政の協働による
持続可能な公共交通を構築
民間のバス、コミュニティバス、デマンド交通、乗合タ
クシーを複合的に運行しており、高齢者や障害の方など
の日常生活における移動手段の確保や市内の交通空白地
域への対応など、地域需要に応じた公共交通の運営・運
行を実現している。市民の満足度も高い。

調査を終えて（主な意見） 調査を終えて（主な意見）
・�避難所運営の主役は自分たち（避難者）であることを
認識し、進んで参加できる環境づくりが必要である。
・�平日の昼間に発災した場合、地域にいる方だけで避難
所運営をどう構築するかが課題。
・�避難所運営を円滑に行うためにリーダーが必要、リー
ダーの発掘やリーダーの育成が大事である。

・�移動手段の確保の充実で高齢者の認知症・病気予防とな
り、医療費削減が期待されることから早急にデマンド交
通が導入できるとよい。
・�利用者が少ないきたバスの停留所・便数の削減で予算を
抑え、補完として乗合タクシー等を導入すべきでは。
・デマンド交通の実証実験を行ってはどうか。

委 員 熊澤�真澄�委員長、浅利�公惠�副委員長、上野�雅美、大野�厚、
 まみや�文枝、川渕�康宏、小村�貴司

建設常任委員会の所管事務調査（行政視察）建設常任委員会の所管事務調査（行政視察）

同 行 職 員　　生活安全部次長

5 4議会だより Vol.94議会だより Vol.94 議会だより Vol.94議会だより Vol.94



一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

　
皆
さ
ん
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生
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わ
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大
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議
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回
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活
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る
内
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ま
す
か
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一
般
質
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動
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各
議
員
の
記
事
の
右
下
に
あ
り
ま
す
二
次
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コ
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と
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ぞ
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の
質
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す
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録
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総合政策

Pick up
議
案
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令
和
6
年
度
北
名
古
屋
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般
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計
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正
予
算

（
第
4
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つ
い
て

【
補
正
予
算
】も
え
の
丘
緊
急
修
繕
工
事
や

社
会
福
祉
費
、生
活
保
護
費
等
の
増
額

Pick up
議
案
第
73
号
　
北
名
古
屋
市
児
童
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

児
童
セ
ン
タ
ー
き
ら
り
の

音
楽
ス
タ
ジ
オ
使
用
料
等
を
改
定

可決

可決

Ｑ�　

無
縁
者
死
亡
人
葬
儀
の
委
託
料
は
1

人
分
か

Ａ�　

1
人
分
の
実
績
が
あ
り
、
3
人
分
を

見
込
ん
で
計
上
。

Ｑ�　

楽
器
利
用
時
か
ら
施
設
利
用
時
に
変

更
し
た
理
由
と
利
用
実
態
は

Ａ�　

設
置
当
時
は
3
0
2
人
、
昨
年
は

3
7
6
人
利
用
。
う
ち
有
料
利
用
78
人

か
ら
15
人
に
減
少
。
昨
今
は
楽
器
持
参

で
の
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、

類
似
施
設
μ

–

ｂ
ａ
ｓ
ｅ
が
施
設
使
用

Ｑ�　
生
活
保
護
費
の
補
正
額
の
内
訳
は

Ａ�　

生
活
扶
助
費
約
2
，6
0
0
万
円
、
住

宅
扶
助
費
約
1
，9
0
0
万
円
、
医
療
扶

助
費
約
8
，4
0
0
万
円
、
介
護
扶
助
費

約
5
0
0
万
円
、
そ
の
他
扶
助
過
不
足

と
相
殺
し
て
計
上
。

料
と
し
て
定
め
て
い
る
こ
と
が
理
由
。

Ｑ�　

3
時
間
程
度
か
ら
2
時
間
単
位
に
し

た
理
由
は

Ａ�　

実
績
と
し
て
2
時
間
の
利
用
者
が
多

く
、
よ
り
多
く
の
方
に
使
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
変
更
し
た
。

補正の内容

改正のポイント

徴税費
・市税過誤納付金の増額� 1,000万円

社会福祉費
・無縁者死亡人葬儀等の増額� 62万7千円
・障害（児）者扶助の増額� 455万9千円
・更生医療費給付の増額� 2,777万8千円
・もえの丘の冷温水発生機の緊急修繕工事に伴う増額� 319万円
・福祉医療費（障害者医療費、母子・父子家庭医療費）の増額
� 1,500万円

児童福祉費
・児童手当制度拡大に伴う増額� 2,000万円

生活保護費
・生活保護世帯の増加に伴う増額� 1億3,220万8千円

地方債　
・限度額を変更� 1億7,130万円�→�2億1,550万円
　活用先　・健康ドームの中央監視システムリモート更新工事
　　　　　・防災監視システム更新工事
　　　　　・もえの丘の空調更新工事

現行　附属設備※を使用する際に
　　　使用料が必要

午前 9 時30分 ～ 正午 1,000円
正午 ～ 午後 3 時

1,200円午後 3 時 ～ 午後 6 時
午後 6 時 ～ 午後 9 時

児童の利用、児童健全育成を目的とする方・団体の利用は無料
※�ドラムセット、キーボード、ベースアンプ、ギターアンプ、マイク、マイクスタ
ンド、ポータブルPAシステム、スピーカースタンド

令和7年4月1日から
施設（音楽スタジオ）を使用する際に使用料が必要

午前10時 ～ 正午

1,000円

午後 1 時 ～ 午後 3 時
午後 3 時 ～ 午後 5 時
午後 5 時 ～ 午後 7 時
午後 7 時 ～ 午後 9 時

18歳未満の利用は無料

　
本
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成
18
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①
基
本
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針
、
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念
等
、
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と
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が
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本
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え
を
伺
う
。

②
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年
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ふ
さ
わ
し
い
記
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が
さ
れ
て
い
る
か
。

政
策
調
整
課
長

①
令
和
8
年
度
を
事
業
期
間
と
し
て
、
市
民

と
と
も
に
祝
い
、
さ
ら
な
る
共
創
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸

成
、
未
来
へ
の
飛
躍
に
つ
な
げ
た
い
。

②
令
和
7
年
度
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
作
成
し
機
運
醸
成
や
周
知
啓
発

を
図
り
、
令
和
8
年
度
は
記
念
式
典
、
市
や

市
民
団
体
等
が
企
画
す
る
周
年
特
別
事
業
、

既
存
事
業
に
「
市
制
20
周
年
」
の
冠
を
付
し

て
一
緒
に
祝
う
「
冠
事
業
」
を
検
討
す
る
。

事
業
費
は
寄
付
を
募
る
な
ど
財
政
負
担
が
生

じ
な
い
よ
う
考
え
て
い
く
。
具
体
的
な
事
業

内
容
は
今
後
検
討
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

■�

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の

取
組
に
つ
い
て

本
市
の
合
併
20
周
年
記
念
事
業
等
検
討
の

取
組
に
つ
い
て�

神
田
　
薫（
市
政
ク
ラ
ブ
）
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現
職
A
L
T
に
対
し
、
次
年
度
の
契
約
は

更
新
せ
ず
派
遣
会
社
へ
切
り
替
え
る
旨
、
通

知
さ
れ
た
。

①
A
L
T
の
質
低
下
や
教
育
の
一
貫
性
が
失

わ
れ
る
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
教
育
の

質
を
担
保
す
る
た
め
の
具
体
策
は
。

②
派
遣
A
L
T
が
市
の
方
針
や
生
徒
の
特
性

に
適
応
す
る
ま
で
の
間
、
学
習
環
境
や
教
育

成
果
、
教
員
の
負
担
増
な
ど
の
影
響
が
予
測

で
き
る
。
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
の
施
策
は
。

　
女
性
の
社
会
進
出
が
進
む
中
、
子
宮
頸
が

ん
・
生
理
や
更
年
期
な
ど
女
性
特
有
の
健
康

問
題
の
ケ
ア
が
重
要
だ
が
、
環
境
整
備
は
十

分
で
は
な
く
、
男
性
側
の
認
知
や
社
会
で
の

理
解
度
も
低
い
。

　
女
性
特
有
の
病
気
は
20
～
50
代
の
働
く
世

代
に
多
く
、
仕
事
や
家
事
・
育
児
・
介
護
で

忙
し
く
病
院
に
行
く
時
間
が
な
い
等
、
体
調

不
良
で
も
適
切
な
治
療
等
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
方
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
専
門
の
相
談
窓
口
が
あ
れ
ば
、
我
慢
す
る

も
の
で
は
な
く
、
相
談
し
て
も
よ
い
と
い
う

認
識
が
広
ま
る
の
で
は
。
夜
間
・
休
日
の
開

設
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、
手
法
も
含
め
て

適
切
な
方
法
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

健
康
課
長

　
現
在
の
成
人
健
康
相
談
窓
口
を
拡
充
し
、

市
民
の
健
康
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
第
一
歩

と
な
る
よ
う
分
か
り
や
す
い
周
知
等
を
検
討

す
る
。健
診
等
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
に
、

新
た
に
女
性
の
健
康
相
談
窓
口
の
案
内
を
明

教
育
部
長

①
派
遣
方
式
を
採
用
す
る
複
数
の
市
で
途
中

退
職
は
な
く
、
派
遣
会
社
が
実
施
す
る
研
修

に
よ
り
ス
キ
ル
が
蓄
積
さ
れ
る
と
聞
く
。
直

接
雇
用
に
比
べ
、
派
遣
方
式
で
あ
れ
ば
、
組

織
対
応
に
よ
り
代
わ
り
の
A
L
T
の
配
置
が

見
込
め
、
授
業
を
予
定
通
り
行
う
こ
と
が
可

能
。
同
一
学
校
に
3
年
以
上
勤
務
で
き
な
い

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
生
徒
が
多
様
な

A
L
T
と
触
れ
合
う
機
会
と
肯
定
的
に
捉
え

る
。
現
職
A
L
T
が
派
遣
契
約
を
し
て
も
本

市
に
携
わ
れ
な
い
点
は
、
法
規
制
の
た
め
、

や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
。

②
A
L
T
の
適
応
と
生
徒
の
学
習
環
境
は
、

業
者
決
定
か
ら
業
務
開
始
ま
で
の
約
2
か
月

間
を
準
備
期
間
と
し
、
リ
ス
ク
対
応
が
可
能
。

そ
の
他
の
質
問

■�

A
L
T
派
遣
切
り
替
え
の
合
理
性
に
つ
い

て
■
代
替
案
の
検
討
に
つ
い
て

■
英
語
教
育
全
体
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン

記
す
る
な
ど
を
考
え
て
お
り
、
チ
ラ
シ
に
限

ら
ず
、
様
々
な
周
知
方
法
を
検
討
す
る
。

　
夜
間
や
休
日
の
相
談
窓
口
の
開
設
等
を
市

で
対
応
す
る
こ
と
は
人
員
体
制
等
の
問
題
が

あ
る
た
め
、
国
や
県
な
ど
が
設
置
す
る
相
談

窓
口
や
各
種
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
案

内
す
る
方
法
な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

■�

結
婚
新
生
活
に
お
け
る
経
済
的
支
援
に
つ

い
て

女
性
の
健
康
相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て

ま
み
や
　
文
枝
（
公
明
党
）

派
遣
切
り
替
え
が
英
語
教
育
に
与
え
る
影
響

桂
川
　
将
典
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

　
聞
き
取
り
困
難
症
・
聴
覚
情
報
処
理
障
害

（
L
i
D
/
A
P
D
）
は
、
純
音
聴
力
検
査

で
は
正
常
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
騒
音
下
や
複

数
人
の
会
話
、
電
話
、
接
客
、
授
業
な
ど
で

聞
き
取
り
困
難
と
な
る
状
態
で
あ
る
。
本
人

の
「
気
の
せ
い
」
や
「
努
力
不
足
」
で
片
付

け
ら
れ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
、
最
も
困
る

の
は
学
校
や
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
言
わ
れ
る
。
円
滑
な
社
会
参
加
に
は
認

知
度
の
向
上
が
必
要
で
あ
り
、
具
体
的
な
症

状
等
の
理
解
が
広
が
る
こ
と
で
当
事
者
が
強

い
ら
れ
る
不
自
由
は
解
消
さ
れ
る
の
で
は
。

　
広
く
市
民
へ
周
知
す
る
た
め
広
報
・
啓
発

活
動
が
必
要
と
考
え
る
が
当
局
の
考
え
は
。

　
子
ど
も
の
場
合
、
早
期
に
し
か
る
べ
き
相

談
窓
口
に
繋
が
る
よ
う
学
校
と
連
携
し
て
周

知
広
報
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
長

　
聞
き
取
り
困
難
症
・
聴
覚
情
報
処
理
障
害

は
、
音
と
し
て
は
聞
こ
え
て
い
る
の
に
言
葉

と
し
て
聞
き
取
れ
な
い
状
態
、
言
葉
の
内
容

を
理
解
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
状
態
で
、

人
口
の
0
・
5
～
1�

%
が
該
当
す
る
と
推
測

さ
れ
る
。
今
後
は
、
L
i
D
/
A
P
D
の
可

能
性
も
視
野
に
入
れ
対
応
す
る
。
ま
ず
は
職

員
の
理
解
促
進
を
図
り
、
適
切
な
診
断
、
支

援
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
早
期
対
応
で
困

難
感
が
軽
減
す
る
と
考
え
、
学
校
関
係
者
と

も
連
携
し
な
が
ら
周
知
方
法
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

■�

就
学
援
助
の
認
定
基
準
の
引
き
上
げ
を

聞
き
取
り
困
難
症
・
聴
覚
情
報
処
理
障
害
に
つ
い
て�

伊
藤
　
大
輔（
立
憲
民
主
党
）

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、

S
N
S
な
ど
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
性
的

な
自
撮
り
を
さ
せ
る
被
害
が
、
愛
知
県
内
で

令
和
4
年
度
36
人
確
認
さ
れ
て
い
る
。「
コ

ド
マ
モ
」
は
、
子
ど
も
が
わ
い
せ
つ
な
画
像

を
撮
影
・
保
存
し
た
際
、
A�

I
が
判
別
し
削

除
を
促
す
通
知
が
表
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、

保
護
者
に
も
通
知
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
位
置
情
報
も
確
認
が

可
能
で
、
今
後
は
時
間
管
理
、
歩
き
ス
マ
ホ

防
止
、
課
金
防
止
対
策
機
能
等
も
追
加
さ
れ

る
予
定
と
聞
く
。
本
市
で
の
周
知
・
啓
発
状

況
と
、
更
な
る
推
進
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

教
育
部
次
長

　
令
和
5
年
に
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
の
中
で
西
枇
杷
島
警
察
署
か
ら
「
コ
ド
マ

モ
」
の
説
明
を
受
け
、
市
内
校
長
会
で
情
報

共
有
し
た
。
ま
た
、
県
教
育
委
員
会
の
通
知

を
受
け
、全
学
校
に
資
料
を
送
付
し
て
い
る
。

　
「
コ
ド
マ
モ
」
は
子
ど
も
た
ち
が
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
防
ぐ
有
効
な
手
立

て
と
認
識
し
て
お
り
、
家
庭
で
の
普
及
を
望

む
。3
～
4
月
に
保
護
者
へ
周
知
す
る
予
定
。

そ
の
他
の
質
問

■�

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
の
活
用
に
つ
い
て

■�

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
端
末
の
更
新
に
つ
い

て
■�

学
校
教
育
課
、
認
定
事
業
者
等
と
の
連
携

に
つ
い
て

■�

端
末
の
処
分
委
託
及
び
デ
ー
タ
消
去
等
の

予
算
措
置
に
つ
い
て

ア
プ
リ「
コ
ド
マ
モ
」の
周
知
・
啓
発
と

推
進
に
つ
い
て�

さ
い
と
う
　
裕
美（
公
明
党
）

市民健康市民健康

教育教育
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福祉こども

福祉こども

　
令
和
7
年
度
か
ら
、
中
学
校
の
水
泳
授
業

は
1
年
生
の
み
と
し
、
民
間
の
屋
内
温
水

プ
ー
ル
施
設
を
活
用
す
る
方
針
は
大
き
な
変

革
で
あ
り
決
断
で
あ
る
。

①
中
学
校
水
泳
授
業
の
取
扱
い
は
。

②
2
・
3
年
生
の
夏
季
体
育
授
業
の
対
応
は
。

③
民
間
施
設
活
用
に
あ
た
っ
て
の
計
画
は
。

④
生
徒
や
保
護
者
の
反
応
は
。

⑤
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
い
る
か
。

⑥
令
和
7
年
度
の
夏
季
授
業
に
体
育
館
の
空

調
機
の
設
置
は
間
に
合
わ
な
い
の
か
。

　
加
齢
性
難
聴
は
、
車
の
接
近
な
ど
危
険
な

状
況
に
気
づ
け
な
く
な
っ
た
り
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
ず
人
と

の
関
わ
り
を
避
け
た
り
、
外
出
を
控
え
が
ち

に
な
る
な
ど
、
生
活
の
質
の
低
下
、
社
会
参

加
の
機
会
喪
失
に
影
響
が
出
る
と
言
わ
れ
、

認
知
症
の
危
険
因
子
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
近
年
、
補
聴
器
購
入
費
助
成
を
行
う
自
治

体
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。
介
護
予
防
や
生

活
の
質
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
本
市
で
も

軽
～
中
度
難
聴
を
対
象
と
し
た
補
聴
器
購
入

　
若
者
の
投
票
率
の
低
さ
は
、
他
の
世
代
に

比
べ
政
治
的
関
心
、
投
票
義
務
感
、
政
治
的

有
効
性
感
覚
が
低
い
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
他
自
治
体
で
は
、
選
挙
権
が
な

い
年
齢
の
う
ち
か
ら
児
童
生
徒
の
選
挙
の
知

識
関
心
を
深
め
、
投
票
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
出
前
授
業
・
模
擬
選
挙
等
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
深
ま
れ

ば
、
子
ど
も
を
通
し
て
親
や
周
り
の
有
権
者

に
も
波
動
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
本
市
の
小
・
中
学
校
で
の
選
挙
、
政
治
教

育
、
意
識
の
醸
成
の
取
組
み
へ
の
考
え
は
。

総
務
部
次
長

　
毎
年
、
市
内
小
中
学
校
を
対
象
に
、
選
挙

出
前
講
座
と
し
て
選
挙
の
意
義
な
ど
を
伝
え

る
「
講
義
」
と
実
際
の
記
載
台
、
投
票
箱
を

使
用
し
た「
模
擬
投
票
」を
実
施
し
て
い
る
。

　
模
擬
投
票
は
、
キ
タ
ナ
ゴ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が

候
補
者
と
な
り
演
説
を
主
張
す
る
動
画
を
視

聴
し
た
後
、
投
票
し
、
投
票
結
果
の
発
表
と

　
本
市
は
聴
覚
、
言
語
機
能
、
音
声
機
能
そ

の
他
の
障
害
の
た
め
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と

に
支
障
の
あ
る
方
に
対
し
、
手
話
通
訳
者
・

要
約
筆
記
者
等
を
派
遣
し
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
が
、
事
前
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
相
互
に
理
解
を
深
め
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
と
感
じ
る
。
市
民
や
事
業
者
の
、

手
話
に
対
す
る
理
解
を
促
進
し
、
手
話
の
普

及
を
図
り
、
手
話
を
使
う
人
の
み
な
ら
ず
、

全
員
が
共
同
し
て
、
ろ
う
者
そ
の
他
の
手
話

を
必
要
と
す
る
方
が
、
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
み
、
地
域
で
の
社
会
参
加
に
努
め
、
す

べ
て
の
市
民
が
地
域
の
一
員
と
し
て
相
互
に

理
解
を
深
め
合
い
、人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、

心
豊
か
に
共
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
手
話
言
語
条
例

を
制
定
す
る
考
え
は
。

社
会
福
祉
課
長

　
毎
年
市
民
向
け
の
講
座
を
開
催
し
、
手
話

言
語
等
の
理
解
促
進
、普
及
に
努
め
て
い
る
。

⑦
小
学
校
の
水
泳
事
業
の
方
向
性
は
。

教
育
部
次
長

①
1
・
2
年
生
の
い
ず
れ
か
で
実
施
す
る
内

容
と
な
り
、
3
年
生
は
選
択
す
る
取
扱
い
の

た
め
、
各
年
の
必
修
で
は
な
い
。

②
運
動
に
適
し
た
環
境
で
実
施
す
る
。

③
休
館
日
の
週
1
回
、
2
校
ず
つ
5
～
12
月

に
実
施
。
移
動
は
バ
ス
を
手
配
す
る
。

④
生
徒
は
概
ね
好
意
的
で
、
保
護
者
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
な
い
。

⑤
2
年
間
分
の
履
修
内
容
の
集
中
的
な
実
施

と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
に
よ
り
泳
力

の
向
上
を
期
待
す
る
。
ま
た
、
教
員
の
負
担

軽
減
と
な
る
た
め
小
学
校
で
の
展
開
も
見
据

え
な
が
ら
学
校
の
働
き
方
改
革
を
進
め
た
い
。

⑥
7
月
ま
で
に
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑦
現
状
は
学
校
プ
ー
ル
が
使
用
で
き
な
い
場

合
に
民
間
施
設
を
活
用
す
る
が
、
将
来
的
に

は
全
て
の
実
施
が
理
想
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

■�

西
春
小
学
校
の
研
究
発
表
会
に
つ
い
て

費
助
成
制
度
を
実
施
し
て
は
。

①
難
聴
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度

の
実
施
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

②
加
齢
性
難
聴
の
早
期
発
見
の
た
め
、
啓
発

や
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
受
診
勧
奨
な
ど
が
重

要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

福
祉
こ
ど
も
部
次
長

①
今
後
、
長
寿
化
が
進
み
、
認
知
症
高
齢
者

の
増
加
が
予
測
さ
れ
て
い
る
中
で
、
市
と
し

て
も
介
護
予
防
を
図
る
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。
市
の
財
政
状
況
を
鑑
み
つ
つ
支
援
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
必
要
か
つ
可

能
な
予
算
額
を
要
求
し
て
い
き
た
い
。

②
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
啓

発
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
に
努
め
る
と

と
も
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
連

携
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

■�

総
合
運
動
広
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
利
用
拡

大
を

い
う
内
容
で
、入
場
券
の
受
領
、名
簿
確
認
、

投
票
用
紙
の
交
付
は
児
童
生
徒
が
行
う
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
方
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
家
庭
で
も
選
挙
へ
の
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
将
来
的
な
投
票
率
の
向
上
に

つ
な
が
る
活
動
を
実
施
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

■�

投
票
所
入
場
券
を
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く

■
若
者
の
選
挙
離
れ
に
つ
い
て

ま
た
、
手
話
通
訳
者
等
を
窓
口
に
配
置
し
、

通
院
時
に
派
遣
す
る
な
ど
、
意
思
疎
通
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
手
話
等
を

必
要
と
す
る
方
の
意
思
疎
通
を
行
う
権
利
が

尊
重
さ
れ
、
障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
共
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
手
話
言
語
条
例
の
役
割
や
効
果
等
を

研
究
し
て
い
く
。

　
な
お
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
広
報
、
ポ

ス
タ
ー
等
で
、
手
話
通
訳
者
等
の
配
置
に
つ

い
て
、
明
記
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

投
票
率
向
上
に
む
け
て

つ
る
た
　
り
え
（
公
明
党
）

手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

熊
澤
　
真
澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

学
校
の
水
泳
授
業
に
つ
い
て

浅
利
　
公
惠
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

高
齢
者
の
難
聴
に
補
聴
器
購
入
助
成
を

渡
邉
　
麻
衣
子
（
日
本
共
産
党
）

総務

教育
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議会モニターって
毎回傍聴しなきゃダメ？

傍聴は強制ではありませんので、
お仕事や用事のある場合はお休み
していただいても構いません。無
理のない範囲で傍聴してください。

傍聴するのに手続きが必要なの？

�特に手続きはありません。傍聴受
付で議会事務局職員にお声をかけ
てください。議会モニター用の名
札、筆記用具をお渡しします。

議会モニターの意見はどうなるの？

�モニターの皆様からいただきました
ご意見は、議会だよりで紹介させて
いただきます。
また、今後の議会運営の参考にさせ
ていただきます。

　
昨
年
、
本
市
の
交
通
事
故
件
数
は
前
年
よ

り
増
加
し
、人
身
事
故
3
1
6
件（
46
件
増
）、

物
損
事
故
2
，1
3
0
件（
99
件
増
）と
な
っ

た
。
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
は
道
路
環

境
の
整
備
が
必
要
。
見
通
し
の
悪
い
交
差
点

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
や
消
え
か
か
っ
た
カ

ラ
ー
舗
装
、
停
止
線
の
修
繕
は
、
市
民
か
ら

も
要
望
が
寄
せ
ら
れ
る
。
危
険
箇
所
で
は
注

意
喚
起
の
看
板
設
置
も
大
事
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
に
意
識

を
高
め
て
も
ら
う
よ
う
、
市
で
は
関
係
団
体

　
H
P
V
に
関
連
す
る
病
気
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
っ
て
人
類
が
予
防
で
き
る
唯
一
の

が
ん
で
あ
る
た
め
、
そ
の
重
要
性
は
極
め
て

大
き
い
。
し
か
し
、
日
本
全
体
で
の
接
種
率

は
低
く
、
本
市
で
も
接
種
率
が
十
分
に
上
昇

し
て
い
な
い
現
状
。
若
年
層
や
保
護
者
に
ワ

ク
チ
ン
の
安
全
性
や
有
効
性
の
理
解
が
充
分

に
進
ん
で
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
安
心
し

て
接
種
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
、

市
役
所
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
。

と
連
携
し
、
啓
発
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
交
通
事
故
防
止
に
は
市
民
一
人
ひ
と
り
の

意
識
向
上
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市

で
は
、
交
通
安
全
協
会
や
西
枇
杷
島
警
察
署

な
ど
と
連
携
し
、
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
き

た
。
最
近
で
は
、
県
警
の
呼
び
か
け
で
首
長

に
よ
る
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
作
成

し
、
分
か
り
や
す
い
と
好
評
を
得
た
。

　
今
後
も
、
L
I
N
E
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

S
N
S
を
は
じ
め
様
々
な
媒
体
を
活
用
し
、

効
果
的
な
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
市
民

の
心
に
残
る
よ
う
、
他
自
治
体
や
警
察
の
取

り
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
啓
発
を
行
い
、
悲
し
い
事
故
を
一
件

で
も
減
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

■�

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
の
使
途
に
つ

い
て

　
専
門
相
談
窓
口
の
設
置
、
専
門
家
と
連
携

し
て
の
広
報
、
教
育
機
関
と
協
力
し
て
の
情

報
提
供
が
有
効
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

健
康
課
長

　

接
種
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
相
談
に
対

し
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た
説
明
を
心
が
け
て

い
る
。
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
専
用
相
談
窓
口
の

設
置
は
限
定
的
な
た
め
、
現
状
の
相
談
体
制

で
、
広
く
相
談
者
の
不
安
軽
減
に
努
め
る
。

　
専
門
家
と
連
携
し
て
の
広
報
は
、
他
市
町

の
状
況
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
教
育
機
関
と
協
力
し
て
の
情
報
提
供
は
、

今
年
度
策
定
し
て
い
る
け
ん
こ
う
プ
ラ
ン
21

に
お
い
て
も
、
小
中
学
生
に
対
し
H
P
V
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
が
ん
検
診
の
必
要
性
な
ど
の

啓
発
に
取
組
む
と
し
て
お
り
、
現
在
実
施
し

て
い
る
出
前
講
座
で
説
明
を
し
て
い
く
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
し
、
引
き
続
き
市
民

が
判
断
し
や
す
い
よ
う
情
報
発
信
を
実
施
し

て
い
く
。

令和7年度市議会モニター募集
市民の皆様から議会活動及び議員活動についての意見、要望等をお聴きし、市民ニーズ
を反映した議会運営を図るため、「市議会モニター」を募集します。

①�市議会の会議を傍聴し、議会運営の見聞を広げるとともに、意見、提案等を文書により
提出します。

②議会が行うアンケートに回答します。
満18歳以上で市内に在住、在勤又は在学し、市議会に関心のある方
10人以内
委嘱の日から令和8年3月31日まで
予算の範囲内で支給します。
地域、職業、年齢などを考慮し、特に市議会モニター活動に意欲的かつ適任であると判断
した方を議長が選任します。
①�モニター応募用紙に必要事項を記入し、議会事務局（東庁舎4階）に提出してください。
応募用紙は、ホームページよりダウンロードしていただくか、議会事務局にてお渡しい
たします。

②右記二次元コードより申込フォームからお申し込みください。
　（応募期限：令和7年2月21日（金））

職　務

応募資格
募集人員
任　期
謝　礼

選考方法

応募方法

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
向
上ひ

ろ
た
　
幸
治
（
無
会
派
）

生活安全

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
事
故
防
止
の
啓
発
を

川
渕
　
康
宏
（
日
本
共
産
党
）

皆様の声をお聞かせください
議会だよりをより充実させるため、
皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

箱
見
意
ご

整然と行われすがすがしい。

質問者と答弁者の意見が
かみ合っていない。

委員長が報告された視察報告は
興味を持って聞くことができた。

いつも遠い存在の市行政が
少しずつ身近になってきた。

その他たくさんの
貴重なご意見、ご提案を
いただきました。

今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

厳しい財政状況が
感じられた。

市議会モニター意見箱
～第 4回 定例会～

市民健康
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～議長賞紹介～ ～議長賞紹介～ 
令和6年度北名古屋市青壮年
健全育成非行防止「標語・ポ
スター」作品議長賞が決まり
ました。

標語の部
師勝小学校　1年
熊
くま
谷
がい
　真

ま な
愛　さん

ポスターの部
五条小学校　5年
森
もり
下
した
　美

み
子
こ
　さん

あ
り
が
と
う

　
た
の
し
く
す
ご
す

　
　
あ
い
こ
と
ば

ホームページで議会情報をチェック！

北名古屋市議会 検索北名古屋市議会 検索

市議会のホームページでは、さまざまな情報をいつでもご覧いただけます。

みなさまのアクセスをお待ちしております。　
※通信料等はご利用者負担となります。

10月5日に開催した
「市民と議員の意見交換会」の様子や

その後に議員のみで行った
“ふりかえり”も
掲載しています。

　 本会議の様子を見てみたい�� �会議の録画配信をご覧ください�

　 会議の発言内容を詳しく知りたい�� �会議録をご覧ください

　 議案や採決の結果が見たい�� �議案の審議結果をご覧ください

　 請願や陳情を出したい�� �市議会トップページに提出方法等を記載しています

　 議会の日程が知りたい�� �市議会トップページに記載しています

☑
☑
☑
☑
☑

議会活動報告
　 　 啓 発 活 動 を 行 い ま し た

　 　 行 政 視 察 に お 越 し い た だ き ま し た

11月の児童虐待防止月間に合わせて、啓発活動を行いました。
「もしかして」と思ったら、189（いちはやく）に電話してください。と声かけするとともに、チラシを配布
しました。

令和6年に受け入れた行政視察の実績を紹介します。

地域回想法�に関する視察
　　 1月17日� 三郷市議会　公明党　様
　　 4月 4日� 東京都墨田区議会
　� � 　墨田区議会自由民主党・無所属　様

コミュニティスクール�に関する視察� �
　　 5月21日� 千葉県浦安市議会　教育民生常任委員会　様
　　 7月 9日� 茨城県龍ヶ崎市議会　文教福祉委員会　様
　　10月16日� 栃木県日光市議会　民生教育常任委員会　様
　　10月17日� 静岡県焼津市議会　総務常任委員会　様

議会改革（市議会モニター・議会基本条例�等）�に関する視察� �
　　 7月 9日� 長野県佐久市議会　議会改革・広報広聴特別委員会　広聴部会　様
　　 7月10日� 大分県宇佐市議会　議会運営委員会　様
　　 7月24日� 長野県塩尻市議会
　� � 　議会基本条例推進委員会
　� � 　議会改革政策部会　様
　　 7月31日� 白山市議会　議会運営委員会　様
　　11月14日� 山梨県山梨市議会　議会運営委員会　様

児童虐待防止

議会での視察受入実績

令和6年11月11日
ヨシヅヤ師勝店にて

北名古屋市議会は
「子どもを虐待から守るまち宣言」
　　　　　　　　　　をしています。
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井原 育美　IHARA Ikumi

表紙紹介
名古屋芸術大学　芸術学部　2023年度　卒業制作

七福亀
七福神が亀の上に乗り、幸せを届けに行く道
中を表現しました。どちらも縁起物として有
名です。
「七福神」と「亀」、これらを組み合わせるこ
とにより、さらに縁起が良いモノが生まれる
のではないかと思い、制作しました。

私の作品をご覧になった皆様に、ご利益があ
りますように。

編 集 後 記
　北名古屋市議会は、市民の皆さまにとってよ
り身近で寄り添った議会を目指し、改革を進め
てまいりました。特に今年度は、従来の広報委
員会を「広報広聴委員会」に改組し、市民の声
を積極的に聴ける体制へと強化しました。その
一環として実施した「市民と議員の意見交換会」
では、市民の皆さまと直接意見を交わし、地域
の課題や市民の関心事について貴重なご意見を
いただきました。このような対話を通じて、市
民の声を議会運営にしっかりと
反映させることの重要性を改め
て実感しております。
　来年度も、さらに開かれた議
会を目指し、市民の皆さまとの
つながりを深めていきたいと考
えております。引き続き、ご支
援とご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

令和7年　第1回定例会の予定
2 月21日（金） 本会議（初日）

3 月 5 日（水） 本会議（一般質問）

3 月 6 日（木） 本会議（一般質問）※3/5にすべての日程が終了した場合は開催されません。
3 月10日（月） 予算決算常任委員会

3 月11日（火） 予算決算常任委員会

3 月12日（水） 福祉教育常任委員会

3 月13日（木） 建設常任委員会

3 月14日（金） 総務常任委員会

3 月17日（月） 鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会

3 月21日（金） 本会議（最終日）

請願書・陳情書の提出について
令和7年第1回定例会の審査対象となる請願書・陳情書の提出期限は、
2月12日（水）の午後5時（予定）です。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。
本会議・委員会の傍聴について
会議開催日に市役所東庁舎4階東エレベーター前でを行います。
受付時間は会議開始30分前からとなります。
※委員会は先着10名で、途中での入退室はできませんのでご了承ください。

16議会だより Vol.94議会だより Vol.94


